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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第３四半期連結
累計期間

第52期
第３四半期連結
累計期間

第51期

会計期間
自平成27年10月１日
至平成28年６月30日

自平成28年10月１日
至平成29年６月30日

自平成27年10月１日
至平成28年９月30日

売上高 （百万円） 75,686 77,397 101,013

経常利益 （百万円） 2,158 2,854 3,101

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,150 1,904 1,736

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,031 2,006 1,606

純資産額 （百万円） 22,750 25,110 23,320

総資産額 （百万円） 50,294 55,873 50,348

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 106.61 176.42 160.82

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.2 44.9 46.3

 

回次
第51期

第３四半期連結
会計期間

第52期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 30.19 49.60

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国経済の緩やかな景気回復基調に合わせ、我が国経済に

おいても好調な企業業績を背景に設備投資拡大や雇用情勢の改善などもみられるものの、米国の外交政策や英国

のEU離脱を始めとする欧米の地政学的不安定要因が続いており、欧米の金利上昇圧力やオリンピック後の国内景

気への不安要因などによる企業業績の先行き不透明感、消費税や社会保障費の引き上げ等将来不安を背景とした

個人消費の鈍化から、景気は依然として足踏みの状況が続いております。

小売業界におきましては、将来不安による消費停滞懸念や消費者の根強い節約志向、最低賃金の上昇と人手不

足を背景とした人件費の増加、多様化する消費者のライフスタイルに対応する業態を超えた競合の出店攻勢や販

売促進の熾烈化など、経営環境はますます厳しくなっております。

このような情勢の中、当社グループ（当社及び連結子会社）は、競争に打ち勝ち、多様なお客様のニーズ・

ウォンツにお応えするため、「Back to Basics!」(基本に立ち返ろう！)をスローガンに、「個店主義」「商品開

発」「時間帯ＭＤ確立」の３項目を重点取組項目として、店舗運営力を高めてまいりました。

営業面におきましては、名物商品の育成、オリジナル商品の開発、鮮度・味の向上を目的として生鮮部門の産

地開拓、輸入商品・地域特産品の発掘をおこなってまいりました。

また、「食を通して健康になる」という当社グループコンセプト「Enjoy Life!」を深耕させ、食の力を芽吹か

せる品揃えとサービスで毎日のライフスタイル提案を進めてまいりました。特に商品開発においては、昨今の中

食需要に対して、毎日食べても美味しく健康になることを意識した商品作りをしてまいりました。

店舗運営におきましては、お客様の利便性向上を目的にスピードセルフレジ(精算をお客様自身で行うシステ

ム)の導入をはじめ効率化・省力化の仕組み導入を進めてまいりました

設備投資としましては、㈱マミーマートにおきまして、平成29年２月に神明町店（埼玉県川越市）を新規開店

いたしました。また、近隣地への移転に伴い、平成29年５月に夏見台店（千葉県船橋市）を閉店いたしました。

店舗の改装につきましては、４店舗において実施いたしました。ならびに、マミーサービス㈱において、平成29

年６月に天然小さな旅川越温泉（埼玉県川越市）を改装いたしました。したがって、当第３四半期連結会計期間

末の店舗数は、温浴事業・葬祭事業を含め72店舗となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結営業成績は、売上高77,397百万円（前年同四半期比2.3％増）、営

業利益2,555百万円（同40.1％増）、経常利益2,854百万円（同32.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

1,904百万円（同65.5％増）となりました。

 

セグメント別の営業の状況は以下のとおりです。

［スーパーマーケット事業］

当第３四半期連結累計期間は、売上高77,028百万円（前年同四半期比2.5％増）、セグメント利益2,542百万円

（同42.7％増）となりました。

［その他の事業］

売上高369百万円（前年同四半期比34.2％減）、セグメント利益13百万円（同68.8％減）となりました。

その他の事業の減収減益は、平成28年６月にさいたま市見沼区で営業しておりました「むさしの湯」を閉店し

たことによるものであります。
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（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より5,524百万円増加し55,873百万円となり

ました。これは主に、新規出店用地の取得によるものであります。

負債は、前連結会計年度末より3,734百万円増加し30,762百万円となりました。これは主に、借入金の増加によ

るものであります。

純資産は、前連結会計年度末より1,790百万円増加し25,110百万円となりました。これは主に、親会社株主に帰

属する四半期純利益の計上によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。

 

（５）主要な設備

除却

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の除却は次のとおりであります。

会社名 店舗名 セグメントの名称 所在地 設備の内容 完了年月

提出会社 夏見台店 スーパーマーケット事業 千葉県船橋市 店舗 平成29年５月
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,850,500

計 18,850,500

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成29年６月30日)

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,796,793 10,796,793

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 10,796,793 10,796,793 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 10,796,793 － 2,660 － 2,856

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　 1,700
－ －

 完全議決権株式（その他） 普通株式　10,791,000 107,910 －

 単元未満株式 普通株式　　　 4,093 － －

 発行済株式総数 10,796,793 － －

 総株主の議決権 － 107,910 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式78株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社マミーマート

埼玉県東松山市

本町２丁目２番47号
1,700 － 1,700 0.02

計 － 1,700 － 1,700 0.02

　（注）当第３四半期会計期間末の自己株式数は1,838株であります。
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

専務取締役

社長付生鮮強

化担当兼財務

部管掌（彩裕

フーズ㈱代表

取締役社長）

専務取締役

社長付生鮮強

化担当（彩裕

フーズ㈱代表

取締役社長）

斯波　範雄 平成29年２月１日

常務取締役

執行役員

営業本部長兼

販売事業部長

常務取締役
執行役員

営業本部長
秋葉　和夫 平成29年２月１日

取締役

執行役員

マーチャンダ

イジング室長

兼システム部

管掌

取締役

執行役員

マーチャンダ

イジング室長

宮﨑　聡 平成29年２月１日

取締役

執行役員

ＥＬ販売促進

室長兼人事部

管掌

取締役

執行役員

エンジョイラ

イフ推進室長

兼人事部・財

務部・システ

ム部管掌

青木　繁 平成29年２月１日

常務取締役

執行役員

営業本部長兼

販売事業部長

兼お客様相談

室管掌

常務取締役

執行役員

営業本部長兼

販売事業部長

秋葉　和夫 平成29年２月15日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年10月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人アヴァンティアによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,890 1,900

売掛金 780 819

有価証券 － 400

商品 2,540 2,812

貯蔵品 14 17

繰延税金資産 322 322

その他 1,444 1,207

流動資産合計 6,993 7,479

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,546 11,025

機械装置及び運搬具（純額） 230 231

土地 15,560 20,914

リース資産（純額） 1,791 1,671

建設仮勘定 1,700 1,824

その他（純額） 1,574 1,464

有形固定資産合計 32,402 37,130

無形固定資産 161 147

投資その他の資産   

投資有価証券 249 337

長期貸付金 296 292

差入保証金 7,718 7,921

賃貸不動産（純額） 371 370

繰延税金資産 1,398 1,392

その他 755 800

投資その他の資産合計 10,790 11,114

固定資産合計 43,354 48,393

資産合計 50,348 55,873
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,436 5,452

短期借入金 2,895 4,910

1年内返済予定の長期借入金 2,573 3,445

リース債務 154 155

未払費用 1,989 2,184

未払法人税等 544 519

賞与引当金 412 152

資産除去債務 39 －

その他 660 829

流動負債合計 14,705 17,648

固定負債   

長期借入金 6,299 7,920

リース債務 1,653 1,536

長期預り保証金 1,697 1,689

転貸損失引当金 132 103

役員退職慰労引当金 925 252

退職給付に係る負債 1,115 1,141

資産除去債務 488 462

その他 9 7

固定負債合計 12,322 13,114

負債合計 27,028 30,762

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,660 2,660

資本剰余金 2,861 2,861

利益剰余金 17,904 19,593

自己株式 △2 △2

株主資本合計 23,424 25,112

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 9 90

退職給付に係る調整累計額 △122 △105

その他の包括利益累計額合計 △113 △15

非支配株主持分 10 13

純資産合計 23,320 25,110

負債純資産合計 50,348 55,873
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 75,686 77,397

売上原価 55,964 57,031

売上総利益 19,721 20,365

営業収入 985 1,033

営業総利益 20,706 21,399

販売費及び一般管理費 18,882 18,843

営業利益 1,824 2,555

営業外収益   

受取利息 45 44

受取配当金 8 7

不動産賃貸料 123 155

受取手数料 145 149

その他 154 125

営業外収益合計 476 482

営業外費用   

支払利息 32 34

不動産賃貸費用 102 139

その他 8 10

営業外費用合計 143 183

経常利益 2,158 2,854

特別利益   

固定資産売却益 － 16

役員退職慰労引当金戻入額 3 －

資産除去債務戻入益 24 23

特別利益合計 28 40

特別損失   

固定資産除却損 15 5

減損損失 100 －

転貸損失引当金繰入額 119 －

特別損失合計 236 5

税金等調整前四半期純利益 1,950 2,889

法人税等 706 982

過年度法人税等 86 0

四半期純利益 1,157 1,907

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,150 1,904
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 1,157 1,907

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △136 81

退職給付に係る調整額 10 17

その他の包括利益合計 △125 98

四半期包括利益 1,031 2,006

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,025 2,003

非支配株主に係る四半期包括利益 6 2
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年10月１日
至　平成28年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年10月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費 1,510百万円 1,370百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月13日

取締役会
普通株式 107百万円 10.00円 平成27年９月30日 平成27年12月21日 利益剰余金

平成28年５月13日

取締役会
普通株式 107百万円 10.00円 平成28年３月31日 平成28年６月20日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月14日

取締役会
普通株式 107百万円 10.00円 平成28年９月30日 平成28年12月19日 利益剰余金

平成29年５月15日

取締役会
普通株式 107百万円 10.00円 平成29年３月31日 平成29年６月19日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）
 

スーパーマー

ケット事業

売上高      

外部顧客への売上高 75,153 533 75,686 － 75,686

セグメント間の内部

売上高または振替高
－ 27 27 △27 －

計 75,153 561 75,714 △27 75,686

セグメント利益 1,781 42 1,824 － 1,824

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、温浴事業と葬祭事業であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）
 

スーパーマー

ケット事業

売上高      

外部顧客への売上高 77,028 368 77,397 － 77,397

セグメント間の内部

売上高または振替高
－ 0 0 △0 －

計 77,028 369 77,397 △0 77,397

セグメント利益 2,542 13 2,555 － 2,555

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、温浴事業と葬祭事業であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年10月１日
至　平成28年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年10月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 106円61銭 176円42銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,150 1,904

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
1,150 1,904

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,795 10,795

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

第52期（平成28年10月１日から平成29年３月31日まで）中間配当については、平成29年５月15日開催の取締役

会において、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 107百万円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　平成29年６月19日

（注）　平成29年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月14日

株式会社マミーマート

取締役会　御中

 

監査法人アヴァンティア

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 木　村　直　人　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 藤　田　憲　三　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マミー

マートの平成28年10月１日から平成29年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年４月１日から

平成29年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年10月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マミーマート及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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